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令和２年度厚生労働行政推進調査事業費補助金（厚生労働科学特別研究事業）研究

新型コロナウイルス感染症流行下の自粛の影響-予期せぬ妊娠等に関する実態調査と
女性の健康に対する適切な支援提供体制構築のための研究（研究代表者安達知子）

COVID-19の流行下における、妊娠、
避妊に対する意識と行動の実態調
査および若年者への啓発・教材作
成の取り組み

研究分担者 北村邦夫

分担研究

（一般社団法人日本家族計画協会会長）

①一般社会における性行動の実態、妊娠や避妊への意識や行動の調
査（コロナ禍における第一次緊急事態宣言下の日本人1万人調査）
20歳から69歳の日本人男女10,000人を対象として、インターネッ
ト調査を調査専門機関に委託して実施した。

②コロナ禍における緊急避妊並びに低用量経口避妊薬の処方件数の
動向調査
日本家族計画協会が事務局を担当している「避妊教育ネットワー
ク」の全国会員130人（126施設）を対象として、会員が所属する
施設での、COVID-19の流行以前と比較した受診者数と緊急避妊薬
並びに低用量経口避妊薬の処方件数の動向と10月15日から11月14
日に緊急避妊を求めて来院した患者へのアンケート調査を実施し
た。回答は91施設（72.2%）、患者アンケート307人。

③コロナ禍など自粛生活を余儀なくされた思春期等に対する性教育
啓発資材の制作

自粛状況下のコミュニケーションの取り方、性行動、暴力の防止
や予期せぬ妊娠等を回避する内容を中心とした、学校での健康教育
にも利用できる若年者に対する有効な資材を作成する。
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調査研究結果のトピックス

調査概要

6

調査手法
インターネット調査（クロス・マーケティング調査モニター

を使用）

調査対象者

全国、20～69歳男女 10,000サンプル（不適正回答と思われ
るものを除外して最終的には9,990サンプル）

直近の国勢調査の結果に準じて性・年代・都道府県に割り付
けて、標本数を配分(470セル)

※ご自身やご家族の方に、以下の職業に関わる方がいないこ
と

- 新聞・雑誌・テレビ・ラジオ・広告等マスコミ関係

- 市場調査
1. 調査配信数 → 163,881人
2. 回答者数 → 11,260人
3. 有効回答数 → 10,000人
4. 無効回答者数 → 1,260人
5. 回答率 → 約6%

調査期間 2020年10月26日（月）～2020年10月29日（木）
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選択肢番号「１」を13回以上選択しており、「この
時期」に結婚も離婚もしたと回答しながら現在の配
偶関係を「未婚」と答えたこの10名は、機械的に１
を選択した不正回答者の確率が高いとみなし、分析
データセットから除外することとした。本報告書で
は、総数9,990サンプルのデータセットで分析を行
う。

626

1261

1062

2836

2142

1183

518

230
74 18 15 6 9 4 1 5 2 8

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

度
数

「１」選択数の度数分布

集計解析対象は9,990サンプルに

インターネットで行われた本調査の
信頼性について

国勢調査との比較
本調査はインターネットによるモニター調

査であることから、全数調査である国勢調査
と比べ、どの程度サンプルに偏りがあるかを
検証した。その結果、配偶状況や就業状況で
はその偏りはさほど多くはないものの、本調
査は高学歴者に偏るという傾向があることが
わかった。結果の解釈には、その点を留意す
る必要がある。
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新型コロナウイルス感染症（COVID-19)拡大に伴って
発令された第一次緊急事態宣言。自粛生活を余儀な
くされたことが、様々な憶測を生むことになった。

にんしんSOS

暴力

自殺

セックス

虐待

貧困

孤独

日本における
第一次緊急事態宣言下

の1万人調査は
何を語るか
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コロナ禍における心境（％）

Q3 この時期におけるあなたの心境について最も近いものを教えて
ください。（SA）
※この時期とは「緊急事態宣言」前後(2020年3月下旬～5月下旬)になります
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充実していた やや充実していた

やや充実していなかった 充実していなかった

自粛下でも充実していた男女の特徴とは

○パートナーの存在
○既婚
○パートナーがいる
○自粛下でもパートナーがいた
○パートナーとの関係が良好である
○自粛下、セックスの回数が増えた
○自粛下、パートナー以外とセックスした
○自粛下でも収入が増えた
○昨年の年収が400万円以上
○男性では「子供がいる」

自粛下であっても収入が減ることなく、さらに孤立し
ていなかったというのが「充実」に繋がったのではな
いだろうか。
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人との繋がりがあること⇒充実していたと実感

パートナー間の暴力行為有無（％）

Q19 この時期に、あなたはパートナーとの間で暴力行為（身体的・
性的・精神的な乱暴行為）はありましたか。
※この時期とは「緊急事態宣言」前後(2020年3月下旬～5月下旬)になります（SA）
【ベース：パートナーがいた方】
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誰による暴力行為（％）

Q21 それは次のどちらに当てはまりますか。（SA）
【ベース：パートナー間の暴力があった方】
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男性20代（ 29）

男性(  123）

パートナーから振るわれた パートナーに対して自分が振るってしまった お互いに振るった

暴力行為の頻度の変化（％）

Q22 この時期に、パートナー間での暴力行為の頻度は変わりましたか。
（SA）
※この時期とは「緊急事態宣言」前後(2020年3月下旬～5月下旬)になります
【ベース：パートナー間の暴力があった方】
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暴力が増えた男性の特徴とは

○自粛下、自宅で過ごす時間が増えた
○自粛下、充実していなかった
○自粛下、休日の頻度が増えた
○自粛下、パートナーとの関係が悪くなった
○自粛下、飲酒量が増えた
○自粛下、自慰の頻度が増えた
○自粛下、セックスの回数が増えた

自宅での時間が増え、飲酒量が増えた結果とし
て暴力が増えたというのは想像に難くない。因
果関係ははっきりしないが、性的に活発な傾向
を認めている。

暴力が増えた女性の特徴とは

○自粛下、自宅で過ごす時間が増えた
○自粛下、失業した
○自粛下、パートナーとの関係が悪くなった
○自粛下、飲酒量が増えた
○自粛下、緊急避妊を利用していない
○40歳代・60歳代

男性と共通しているのが、自宅で過ごす時間が
増え、関係が悪くなり、飲酒量が増えたなどで、
暴力が増えた背景が見える。
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自宅で過ごす時間（％）

Q4 この時期に、あなた自身は自宅で過ごす時間は変わりましたか。
（SA）
※この時期とは「緊急事態宣言」前後(2020年3月下旬～5月下旬)になります 19
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セックス頻度の変化（％）

Q24 この時期に、あなた自身のセックス回数は変わりましたか。(SA)
※この時期とは「緊急事態宣言」前後(2020年3月下旬～5月下旬)になります
【ベース：セックス経験者】
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（未婚者）セックス頻度の変化（％）

Q24 この時期に、あなた自身のセックス回数は変わりましたか。(SA)
※この時期とは「緊急事態宣言」前後(2020年3月下旬～5月下旬)になります
【ベース：セックス経験者】
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（初婚）セックス頻度の変化（％）

Q24 この時期に、あなた自身のセックス回数は変わりましたか。(SA)
※この時期とは「緊急事態宣言」前後(2020年3月下旬～5月下旬)になります
【ベース：セックス経験者】
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（再婚以上）セックス頻度の変化（％）

Q24 この時期に、あなた自身のセックス回数は変わりましたか。(SA)
※この時期とは「緊急事態宣言」前後(2020年3月下旬～5月下旬)になります
【ベース：セックス経験者】
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8.4
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3.2

9.5

18.2
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43.3

21.5

30.9

41.8

64.5

77.8

37.7

36.2

54.8

66.7

54.5

100.0

50.6

4.2

1.5

1.8

7.3

6.5

3.7

11.9

13.6

4.8

41.5

72.3

54.5

40.0

25.8

11.1

50.2

42.0

41.9

11.9

13.6

30.1

全体( 381)

女性-60代(  65)

女性-50代(  55)

女性-40代(  55)

女性-30代(  31)

女性-20代(    9)

女性( 215)

男性-60代(  69)

男性-50代(  31)

男性-40代(  42)

男性-30代(  22)

男性-20代(   2)

男性( 166)

減った 変わらなかった 増えた していない
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セックスの頻度が増えた男性の特徴とは

○相手との関係は良好だった
○子どもと過ごす時間が増えた
○在宅勤務した
○充実していた
○パートナーとの関係は良好だった
○自粛下結婚したなど
○暴力、相手に振るった、お互いに振るった
○自粛下、自慰が増えた
○自粛下、パートナー以外とのセックスがあった
○20歳代、40歳代

充実した生活を送っていた男性ほどセックス回数が
増えたというのも重要な点ではないだろうか。

セックスの頻度が増えた女性の特徴とは

○初婚・再婚以上
○子どもがいる
○自粛下、充実していた
○自粛下、在宅勤務した
○自粛下、子どもと過ごす時間が増えた
○自粛下、子どもを預ける場所がなかった
○自粛下、結婚した・離婚した
○自粛下、飲酒量が増えた
○自粛下、パートナー間での暴力行為があった
○自粛下、自慰が増えた
○自粛下、パートナー以外とのセックスがあった
○自粛下、妊娠した
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セックス頻度低下理由（％）

Q25 その理由に一番近いのはどれですか。（SA）
【ベース：セックス頻度が減った方】 29

44.2
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44.4

38.8

41.2

49.0

42.1

42.9

42.3

42.9

37.8

63.6

45.7

24.1

22.2

33.3

22.4

14.7

20.4
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20.8

25.4

40.7

24.4

18.2

26.4

25.1

55.6

14.8

28.4

33.8

24.5

28.8

33.8

25.4

12.1

29.3

14.3

22.6

0.4

1.5

2.8

全体

女性60代（ 18）

女性50代（ 27）

女性40代（ 67）

女性30代（ 68）

女性20代（ 98）

女性（ 278）

男性60代（ 77）

男性50代（ 71）

男性40代（ 91）

男性30代（ 82）

男性20代（ 77）

男性(  398）

外出を控えていた 機会がなかった。
その気になれなかった 本人あるいは相手がコロナに感染した

コロナ禍における緊急避妊並びに低用量
経口避妊薬の処方件数の動向調査

研究分担者 北村邦夫

研究協力者 吉田穂波
（神奈川県立保健福祉大学）

吉野一枝・大隈良成・植田啓・
谷口武・井上聡子・北村邦夫
（避妊教育ネットワーク世話人）

杉村由香理
（一般社団法人日本家族計画協会）
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

2019年 13,156 13,943 18,608 24,007 15,444 18,426 21,255 22,915 32,217 15,222 17,254 23,118

2020年 18,344 19,096 26,429 19,557 13,601 19,757 21,667 21,997 24,636 23,564 20,962 27,769

39.4 37.0 42.0 -18.5 -11.9 7.2 1.9 -4.0 -23.5 54.8 21.5 20.1
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全国における緊急避妊薬の売り上げデータ
前年同月比較

（シート）
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2019年 376,143 367,805 392,724 446,350 382,375 389,799 470,008 439,448 589,698 357,170 381,565 459,980

2020年 397,203 405,005 487,503 547,269 376,831 466,051 511,021 471,462 522,364 494,112 471,593 562,415

5.6 10.1 24.1 22.6 -1.4 19.6 8.7 7.3 -11.4 38.3 23.6 22.3
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その他

分からない

卵巣機能不全や月経随伴症状の増加

性被害・性暴力

ＤＶ・デートＤＶ

計画していない妊娠

子育て支援不足・孤立した子育て

メンタルヘルスの悪化

性教育機会の減少

新型コロナウイルス感染症拡大予防に伴う対策の中で、リ
プロダクティブ・ヘルス上のどのような課題が増加したと思
うか（上位３つまで）

回答者：避妊教育ネットワーク会員の勤務先クリニック91施設

4

1

12

12

35

46

66

72

0 20 40 60 80

その他

分からない

テレワーク推進

三密予防

雇用不安

全国一斉休校

外出自粛

失業・経済面の悪化

新型コロナウイルス感染症拡大予防に伴う対策の中で、
リプロダクティブ・ヘルスへの影響が大きかったのはどのよ
うな要素だと思うか（上位3つまで）

回答者：避妊教育ネットワーク会員の勤務先クリニック91施設
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今後、自粛生活が求められるような自然災害、人災が
起こったときに、国として取り組むべき課題とは？

○自粛下でも充実した生活を送れるように、人と人とを分断さ
せない、孤立させない配慮が必要。

○自粛下でも充実した生活を送れるように、収入の減少が起こ
らないような対策が求められる。

○パートナー間の暴力が、「自宅で過ごす時間が増えた」「休
日が増えた」などと関係することを考慮すると、在宅勤務とい
うよりも、暴力を回避するためにも、失業・休業・収入減少な
どにも目を向ける必要がありそうです。

○緊急避妊薬の周知と薬剤へのアクセスの改善、中高校におけ
る性教育講演の公費負担、小中学校や職域における相談窓口の
開設、DV・性暴力予防啓発キャンペーン

追加資料
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コロナ禍など自粛生活を余儀なくされた
思春期等に対する性教育啓発資材の制作

研究分担者 北村邦夫

研究協力者 高橋 幸子（埼玉医科大学）

田代美江子（埼玉大学）

櫻井 裕子（助産師）

久保田美穂（女子栄養大学）

杉村由香理 （一般社団法人日本家族計画協会）
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スマホやiPadでも見ることができます

https://www.jfpa.or.jp/tsunagarubook/
https://www.jfpa.or.jp/tsunagarubook/tsunagarubook.pdf

今後、自粛生活が求められるような自然災害、人災が
起こったときに、国として取り組むべき課題とは？

○自粛下でも充実した生活を送れるように、人と人とを分断さ
せない、孤立させない配慮が必要。

○自粛下でも充実した生活を送れるように、収入の減少が起こ
らないような対策が求められる。

○パートナー間の暴力が、「自宅で過ごす時間が増えた」「休
日が増えた」などと関係することを考慮すると、在宅勤務を推
奨するだけでなく、暴力を回避するための施策を講じる必要が
ある。

○緊急避妊薬の周知と薬剤へのアクセスの改善、中高校におけ
る性教育講演の公費負担、小中学校や職域における相談窓口の
開設、DV・性暴力予防啓発キャンペーン

https://www.jfpa.or.jp/tsunagarubook/
https://www.jfpa.or.jp/tsunagarubook/tsunagarubook.pdf

